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板
倉
町
総
合
農
業
振
興
協
議
会

主
催
に
よ
る
町
内
小
学
生
対
象
の

米
消
費
拡
大
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
が
行
わ
れ
、
多
く
の
作
品
の
中

か
ら
　
作
品
が
入
賞
し
ま
し
た
。
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こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
美
し
い

日
本
の
豊
か
な
文
化
を
将
来
に
継

承
し
、
い
つ
ま
で
も
健
康
な
生
活

を
享
受
す
る
た
め
米
消
費
拡
大
を

テ
ー
マ
と
し
、
次
世
代
を
担
う
町

内
の
児
童
に
改
め
て
ご
は
ん
に
つ

い
て
関
心
を
深
め
て
も
ら
お
う
と

始
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

▼
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

○
協
議
会
長
賞
（
金
賞
）

北
小
５
年
　
 小
  谷
  野
  純
  一
 　
く
ん

こ
 
や
 
の
 じ
ゅ
ん
 い
ち

南
小
１
年
    川
  嶋
 　
 藍
 　
　
さ
ん

か
わ
 し
ま
 

あ
い

○
教
育
長
賞
（
銀
賞
）

北
小
６
年
　
 北
  野
 　
 美
  苗
 　
さ
ん

き
た
 
の
 

み
 
な
え

東
小
２
年
　
 小
  池
 　
 遥
  貴
 　
く
ん

こ
 
い
け
 

は
る
 
き

南
小
４
年
　
 白
  濵
 　

し
ら
 は
ま

 吹
己
 　
く
ん

い
 
ぶ
 
き

西
小
５
年
　
 髙
  橋
 　
 玲
  美
 　
さ
ん

た
か
 は
し
 

れ
 
み

○
佳
作
（
銅
賞
）

北
小
１
年
    小
  暮
 　
 珠
  貴
 　
さ
ん

こ
 
ぐ
れ
 

た
ま
 
き

北
小
３
年
　
 小
  林
 　
 愛
  姫
 　
さ
ん

こ
 
ば
や
し
 
あ
い
 
か

東
小
１
年
　
 岡
  崎
  萌
  乃
  果
 　
さ
ん

お
か
 ざ
き
 
ほ
 
の
 
か

東
小
５
年
　
 藤
  井
 　
は
な
　
さ
ん

ふ
じ
 
い

南
小
３
年
　
 宮
  内
 　
 悠
 　
　
く
ん

み
や
 う
ち
 

ゆ
う

南
小
６
年
　
 白
  濵
 

し
ら
 は
ま

　
 美
  空
 　
さ
ん

み
 
く

西
小
２
年
　
 栗
  原
 　
 芳
  和
 　
く
ん

く
り
 ば
ら
 

よ
し
 か
ず

西
小
５
年
　
 長
  沢
 　
 秀
 　
　
く
ん

な
が
 さ
わ
 

し
ゅ
う

問
合
せ
　
農
政
係

山
内
線
４
１
２

米
消
費
拡
大
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
　
受
賞
お
め
で
と
う

北小５年
小谷野純一くん

南小１年
川嶋　藍さん

農
業
振
興

　
　
月
　
日
　
、
太
田
市
役
所
に
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21

(月)

お
い
て
、
太
田
市
・
館
林
市
・
み

ど
り
市
・
板
倉
町
・
明
和
町
・
千

代
田
町
・
大
泉
町
・
邑
楽
町
の
首

長
が
集
ま
り
、
水
道
事
業
の
統
合

に
関
す
る
基
本
協
定
調
印
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
基
本
協
定
に
は
統
合
の
期

日
を
平
成
　
年
４
月
と
す
る
こ
と
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な
ど
、
水
道
事
業
を
統
合
す
る
た

め
の
基
本
的
な
事
項
が
記
載
さ

れ
、
３
市
５
町
が
調
印
を
し
ま
し

た
。
今
後
は
、
３
市
５
町
の
水
道

事
業
を
統
合
し
て
、
企
業
団
の
設

立
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
　

　
企
業
団
の
設
立
後
、
水
資
源
の

広
域
的
利
用
、
施
設
の
合
理
的
利

用
、
経
営
の
効
率
化
、
国
庫
補
助

金
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、
経
営
基

盤
を
強
化
し
、
施
設
の
更
新
事
業

な
ど
を
促
進
さ
せ
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
危
機
管
理
体
制
の
強
化
・

災
害
対
策
の
推
進
を
図
り
、
安

全
・
安
心
な
水
道
水
を
安
定
供
給

す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

※
企
業
団
と
は
、
地
方
公
営
企
業

の
経
営
に
関
す
る
事
務
を
共
同
処

理
す
る
一
部
事
務
組
合
で
す
。

問
合
せ
　
上
下
水
道
係

山
内
線
２
４
１

水
道
事
業
統
合
協
定
に
調
印
し
ま
し
た

上
水
道

３市５町の首長が一堂に会し調印
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臨
時
職
員
募
集

空
気
が
乾
燥
　
火
災
に
注
意

火
災
予
防

事
務
補
助
・
保
育
士
を
募
集

『
消
す
ま
で
は

　
　
心
の
警
報
　
Ｏ
Ｎ
の
ま
ま
』

　
　
月
９
日
　
～
　
日
　
は
、
秋

１１

(土)

15

(金)

季
全
国
火
災
予
防
運
動
期
間
で

す
。
期
間
中
は
、
毎
朝
午
前
７
時

に
板
倉
消
防
署
の
サ
イ
レ
ン
吹
鳴

が
行
わ
れ
ま
す
。
火
事
と
お
間
違

え
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
火
災
を
防
ぐ
た
め
、
家
庭
で
３

つ
の
習
慣
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

○
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

問
合
せ
　
行
政
安
全
係

山
内
線
１
２
２

障
害
者
控
除
認
定
書

　
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
て
申

請
に
よ
り
障
害
者
に
準
じ
る
と
認

定
を
さ
れ
た
か
た
は
、
税
の
障
害

者
控
除
の
対
象
に
な
り
障
害
者
控

除
認
定
書
を
発
行
し
ま
す
。

○
介
護
保
険
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
て
、
要
件
に
該
当
す
る
か
た

○
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
、
２
級
、

療
育
手
帳
Ａ
及
び
精
神
保
健
福
祉

手
帳
１
級
を
持
っ
て
い
な
い
か
た

医
療
費
控
除
確
認
書

　
寝
た
き
り
状
態
で
、
治
療
上
お

む
つ
が
必
要
な
か
た
は
お
む
つ
代

が
医
療
費
控
除
対
象
に
な
り
ま
す
。

○
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
か
た

○
前
年
度
の
申
告
で
お
む
つ
代
の

医
療
費
控
除
を
受
け
た
か
た

持
参
す
る
も
の
　
介
護
保
険
被
保

険
者
証
及
び
認
印

申
請
先
・
問
合
せ
　
介
護
保
険
係

山
内
線
３
２
1

税
控
除
に
使
用
す
る
認
定
書

障
害
者
控
除
認
定
書

　
介
護
慰
労
金
は
、
本
年
　
月
１

10

日
を
基
準
日
と
し
て
、
次
の
要
件

す
べ
て
に
該
当
す
る
高
齢
者
を
、

在
宅
で
１
年
以
上
継
続
し
て
介
護

し
て
い
る
か
た
に
支
給
し
ま
す
。

支
給
要
件

（
①
～
③
ま
で
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
し
て
い
る
こ
と
）

①
 町
内
在
住
で
　
歳
以
上
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②
 介
護
保
険
の
要
介
護
度
４
ま

た
は
５
の
状
態
が
１
年
以
上
継
続

③
 介
護
保
険
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
や
入
院
な
ど
に
よ
り
在
宅
を
離

れ
た
期
間
が
１
０
０
日
以
内

支
給
額
　
８
万
円

（
非
課
税
世
帯
か
つ
③
の
要
件
で

在
宅
を
離
れ
た
期
間
が
1
週
間
未

満
の
場
合
は
　
万
円
）

10

申
請
期
限
　
　
月
　
日
　

11

15

(金)

申
請
先
・
問
合
せ

介
護
保
険
係

山
内
線
３
２
３

介
護
慰
労
金
を
支
給
し
ま
す

介
護
慰
労
金

募
集
職
種
　
▼
一
般
事
務
補
助
一

名
　
▼
保
育
士
若
干
名

勤
務
内
容
　
▼
一
般
事
務
補
助
は

税
務
関
係
業
務
補
助
　
▼
保
育
士

は
町
立
保
育
園
で
の
保
育
に
関
す

る
業
務
全
般

応
募
資
格
　
要
普
通
自
動
車
免
許

※
保
育
士
は
、
保
育
士
ま
た
は
幼

稚
園
教
諭
の
資
格
を
有
す
る
者

勤
務
時
間
　
月
～
金
曜
日
（
午
前

８
時
　
分
～
午
後
５
時
　
分
勤

30

15

務
）
※
保
育
士
は
週
１
回
程
度
の

早
出
・
遅
出
の
出
勤
が
あ
り
ま
す
。

保
育
士
有
資
格
者
は
土
曜
保
育
が

あ
り
ま
す
。

賃
金
　
▼
一
般
事
務
補
助
月
給
１

４
２
，
３
０
０
円
　
▼
保
育
士
月

給
１
５
６
，
０
０
０
円

提
出
書
類
　
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

職
務
経
歴
書

問
合
せ
　
秘
書
人
事
係

山
内
線
１
１
３

　町では、反射材を販売しています。

夕暮れ時や夜間の悲惨な交通事故を

防ぐため、ぜひお買い求めください。

○腕章・たすきセット　１００円

問合せ　行政安全係　

山内線１２２

交通事故を防ぐために
反射材を身につけましょう


